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アメリカの就学前教育
教育の機会を得られない子ども
　（Educationally　Deprived　Children）
のための就学前教育のプランニング
（テキサス州）
中　谷　陽子
　近年のアメリカにおける幼児教育を明らかにするには，「ヘッド・スタート
計画」をまず取りあげねばならない。
　1965年にはじまったヘッド・スタート計画が，いかなる目的のもとに，ど
のように展開された教育運動であるかは，すでに多くのレポートや類書が出
されているので，ここでの紹介は省略する。
　この計画の背景には，従来，貧困で教育的，文化的に恵まれない子ども達
が，就学後発達遅滞などの諸問題により，教育から脱落していく数多くの例
があることから，就学前に国家の力によって，幼児に少しでも文化・教育的
な環境を整え，それと同時に無知から来る貧困を追放しようとする企てを含
んだ，幼児にとっての補償教育としての対策が考えられたわけである。
　多くの期待のもとに発足したこの計画は，しかし，社会経済的，文化的，
人種的に非常に複雑な現状のもとでは，その後の展開に想像以上の困難が起
って来たのは当然である。例えば“アメリカは人種のるつぼ”といわれるよ
うに，ヨーロッパ系，メキシコ・キューバなどラテンアメリカ系，アメリカ
インディアン，さらに中国人，日本人と多種の民族と多様の文化習慣が混在
している，が如きである。
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　連邦政府は，ヘッド・スタート計画の所期の目標を実現するために，“教育
的配慮に恵まれない子ども達（Educationally　Deprived　Children〉”の教育の
プログラムを計画したが，その実践は，各地域の実情にあわせて最も効果的
に行われるべく，他の教育行政と同様，各州政府の教育局にゆだね，計画の
目的と趣旨の説明にとどめたのである。
　したがって，教育の機会に恵まれない幼児の補償教育は，各州の持つ特性
から生ずる課題に十分に答え得る形で，州毎にプログラム作りが進められた
のである。
　ここに筆者は，アメリカの就学前教育をとりあげた報告（2）・（3）に続いて，
テキサス州において1965年，この特別の目的のために設けられた就学前教育
のプログラムを，紙面の許す限り詳細にわたって紹介し，特に日本では，そ
れに相当する試みが少ない，Preschool　Program　for　Educationally　De．
prived　Childrenの実体を知り，一般の幼児教育では不足している特別な配
慮があるとすれば，それが何であるかを明らかにしたいと考える。
§異った文化及び習慣のもとに育った子どもたちへの特別な教育
的配慮
　公共施設としての学校（園）は，全ての子どもに対する教育を委任されている。
しかし，学校（園）の運営・管理面の努力にも拘らず，低社会経済や一般レベルよ
り低い環境で育った子ども達の成長発達が，願ったほどには成就していない
のが現状である・これらの子ども達にとって，一般の学校（園）は，非常に遠
い存在にさえ思われるのも事実である。
　したがって，このために何らかの方策を構じなければ，子ども達はフラス
トレーションを起こし，希望を失い，多くの間題が生じてくる。“あきらめ”
という最も消極的な態度が子ども達にひろがるのをさけ，さらに，何らかの
工夫によって，満足して学校（園）に適応できるような情況づくりを考えなけ
ればならない。
　これらの子ども達の多くは，大都市の中心部の，特に人口の過密な地域か
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らの出身であるが，また，郊外や農村地帯にも見られる。その生活環境は，
最低の衣食住しか確保できず，子ども自身のあそびや読書，勉強の場すらな
いことも多い。身体障害児の出現率は，平均的家庭よりも，上記のようなレ
ベル以下の環境の中からの方が高いといわれている。特に眼の欠陥，聴力障
害，あるいは神経障害等が多く，またひとたび栄養失調や種々の疾病にかか
った場合でも，医師の手当てをうけることが少なく，その中でも，歯科医の
診断をうけたことの非常に少ないことは，特記すべきであろう。
　低社会経済レベルの家庭の特色としては，増収の為の親の長時間労働と，
求職のための家族の移動の二点があげられ，そこで育っ子ども達は，社会の
一員として注目されたり，また，根をおろしたりすることもできない。つまり
一般化した言語や文化に，継続的にしかも広く接触することに教育効果の向
上があると考えれば，ここでとりあげる子ども達は非常に不利な条件下にい
る。したがって，教育の機会に恵まれない子ども達の今後の教育の基準は，
早期幼児教育のプログラムの内容にあり，行動や反応パターンを形成する幼
児期に，言語や文化的体験を豊富に与えることにある。
　一般に社会において我々は，個人が集団の他のメンバーと異った行動をと
ったり，共同で行動できない場合，その個人を“欠陥がある・障害がある”
とよぶことがあるが，子ども集団でも同様，同一の行動パターンを持ちあわ
さない子どもは，クラスでは不適応者とうけとられる。またその子ども自身
にしてみれば，自分の家庭や自分の出身の集団では通用する言葉や生活パタ
ーンが，保育の場（学校）では正しいコミュニケーションの手段や観念とし
て通用しないということを，不満ながらも認めなければならない。
　ここにも，この特別な教育の課題　　つまり学校や社会に参加するために，
社会に通用する言葉を学ぶ気持を養い，これを援助し，これによって，広く
情報を得ることの満足感を味あわそうとするものである。
　一方，近年の現象として，片親の家庭の子どもが増えている。家族が分散
することは，子どもを含めて家族メンバーの不満であり，大きなショックで
もあるが，そのあとに，教育の基盤でもある安定した家族聞のきづなが基か
一95一
れることも多い。
　かかる幾多の問題を々かえた特別な子ども達に，学校教育は，よりよいシ
ステムと責任をもってあたることが望まれる。っまり学校（園）は，個々の子ども
達が，健全で基礎的な行動の様式と態度を身につけなければならないという
ことを，認識する必要がある。そして幼児期にこれらの積極的教育が行われ
るならば，子ども達の自我形成や集団参加への意欲が損われるということは
ない。
　行動や言語，態度が異っていれば，それは子ども達の知能を測定する指標
にはならない。学校（園）における努力が実れば，子ども達は自分の生活の基礎
になっている独自の古い様式に加えて，学校（園）を通して新しい社会パターン
を身につけることができる。それは，すべての子ども達は，教育の基本的計
画に対して，好奇心と意欲，そして限りない可能性を持って学校集団へ参加
して来るからである。
　次にB．Biber（1967〉が指摘する如く（5）家庭における日常行動と学校にお
ける生活パターンとが異っている所謂特別な教育的配慮の必要な子ども達の
ために，教育の基礎として望ましい5つの経験を主体とした指導案を示すと：
　（1）子どもが進んで全身運動の世界に入っていく機会をのばすこと。そのた
めには十分な空間と，目的達成を補助する設備・遊具を設えなければならな
い。全身運動を通して子どもが自発的に自分を訓練することは，つまり精神
的にも自分全体をコントロールすることになる。
　（2）子どもが自分の生活圏に対する感受性を徐々に増すように指導すること。
その結果育てられた観察者の眼は，自分の周囲の事物に目や耳をかたむける
ようになり，集団生活にあっては，教材やあそび・作業に，創造的な感覚・
知覚の力を発揮するようになる。
　また一方，教師の指導を通して子どもは，自分を取りまく人間や物の存在，
さらに起ってくる出来事に対して繊細なうけとり方で，これらを認知するよ
うになる。それは同時に自分がその中に存在し，そこに属するということを
認識，実感することでもある。
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　（3）文化的に背景を異にする子ども達にとって，必須の経験は，行動と作業
である。特に様々の分野にわたって，偏りなく実際経験をふやしていくこと
である。例えば，ブロックで建物をっくり，クレヨンや絵の具で絵をかき，
木ぎれに釘をうって船をこしらえるなどの木工作を通して，工夫力・集中力
が養われる。経験学習の目的は，体験を通して物事を習熟するばかりでなく，
完成の喜びを知ることにある。身体を使って作業をし，創意・工夫の報われ
るとき，子ども達は今，入りこもうとする文化社会に自信をもって向うことが
出来る。
　（4）体験学習の第四は，心理学的領域である。つまり，子ども達の活動，象
徴化の学習，あるいはユニークな創造的行動においてさえも，各々の発達の
特性を十分に考慮し，支持することが，この特別な教育の目的である。例え
ば，劇あそびの中で子どもは，ごく自然に心の中の愛情表現をする　　これ
はすべての学習経験の基本になることがらである。こうした自然の衝動を，
反復・再生する体験によって，子どもの思考の基礎として確かめることが出
来，続いて様々な教材が与えられても，平素の多くの体験をもとにして教材
を生かして行くことができる。また将来，小学校教育をうける年令になった
とき，本という抽象的な対象に出あっても，十分な理解者になることができ
る。
　（5）子どもにとって必要な5番目の体験は，言語の発達である。文化的背景
からくる言葉の相違を乗りこえて，社会共通の言語の発達を獲得することは，
自らの意志表現，友達・大人との交流，自らの考えや概念の形成，さらに自
分の体験をまとめる思考活動等を発展させることである。言語を学習する際，
子ども達は，特に類似と相違，時間の経過，比較と対照，原型と変型などの
見地から物事を考えることを学ばねばならない。
　体験学習を基礎に，言葉や考え方の概念化が進むとすれば，カリキュラム
の中で重要なポイントとすることができるし，幼稚園に続く学校教育で出逢
う数字の概念，文章表現，読解においても，その積極的な取組みが期待でき
る。
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　以上のごとく5項目の内容によって裏づけされた基本的体験学習は，文化
的，教育的背景の恵まれない子ども達の今後の学校生活における成長を約束
するものと期待される。
§特別な配慮を要する就学前教育の計画と課題
手引書の作成
　テキサス州における初等中等教育法第1条において，各地域の学校が，教
育の機会に恵まれない子どもの就学前教育のプログラムを計画・施行する際
の援助を意図して，作成されたものである。
就学前教育プログラムの定義
　“この計画は，4才児，5才児のうち，特に発達段階や文化的背景の相違
を負う子どもに，適切な教育的経験を提供し，また教育を継続させるうえで
必要な，十分なる基礎を養うことのできるプログラムである”としている。
夏期集中プログラム
　（日本には例を見ないが）夏期の集中計画は，小学校1学年入学（9月）
に先だって，子ども達に方向づけを行うための夏期教育プログラムである。
プログラムの目的
　初等中等教育法第1条にうたわれる目的は，教育の機会に恵まれない子ど
もの経験を広げ，豊かにし，また理解力や知識，態度や実践力等の充実をは
かると同時に，文化的・教育的な遅れを乗り越えるよう子どもを援助する意
図で計画された教育的環境を用意することにある。
プログラムの主たる課題
　Education＆lly　Deprived　Childrenのために特に配慮されたプログラム
は，次のような理論的基礎をもとにしている。
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●子どもに成功を経験させ，さらに次なる成功に導くような，生活面，思考
面，学習面で豊かな環境を整える。
・子どもひとりひとりの体力や社会性，情動また知的欲求や興味にあった学
　習経験の場を用意する。
・子どもが自分の環境を十分に理解するために必要と考えられる具体的，直
　接的経験を準備する。
・身体発達や運動神経の上達のための学習経験の機会を準備する（発達遅滞
　を防ぐため〉
・ひとりひとりの子どもの可能性や，発達に即した要求にふさわしい学習経
　験の場をつくる。
・特に教育の機会に恵まれない就学前年令の子どもの要求を満たすような，
　内容豊かな教育的経験を十分に用意すること。
・自我意識や積極性，または学ぼうとする自発的動機等の発達を促すための
　工夫を。
・民主的生活に向けての価値観や行動のあり方を伸ばす工夫を。
・身体発育，ことば，あるいは学習困難や社会的・心理的問題などのスクリ
　ーニング法を考えること。
・障害を持った子どもや日常生活に英語を使わない子どものために特に工夫
　した教育計画や教材を用意すること。
§4才児，5才児の特徴
　すでに前報告（2）において，5才児の特徴をとらえながら，幼児の保育の場
面での日毎の活動案を計画するにあたって，子どもの基本的な要求や興味を
とらえることが何よりも必要であるということ，また子どもの成長には個々
の特性があることを認識しつつ，その集合の中に一般的発達パターンを見い
出し，個人の生かされる集団保育の検討をすることなどの吟味が進められて
きたのである。
　一般的初等教育のうち幼児のポイントが5才児にあてられているのに比べ，
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本報告で取りあげる文化・教育的環境に恵まれない子どもへの配慮は，当然
それ以下の年令に向けられる。5才児の特性が，就学直前幼児の姿であるな
らば，4才以下の幼児理解には，発達の概念を基礎に，その過程にある諸能
力の順調な獲得が目標になる。
　子どもの特性は，身体的・知的・社会的・情緒的の4側面から見ると　（前
報（2）を参照），4才から5才にむかって特に発達上の著しい変化が認められる
ものは，まず身体（physical）に関してである。筋肉の全般的コントロール
が不十分である上，目と手の協応動作がまだ噛みあっていないところから，
注意力・集中力の未熟さが目立つのが4才児である。
　知的（intellectua1）な側面では，五感に訴えて，直接，具体的経験学習態
度を持つことは5才児に変りないが，集団の中に位置しての指示理解や共同
作業は困難なこともあり，個別体験を軸にしてのグループ意識育成の段階で
ある。
　社会的（social）特性では，活動力の必要なグループ活動は4才児ではまだ
むずかしく，数人単位で動き，物の貸借にも保育者の助言が要ることさえあ
る。
　個人の内面の発達として情緒（emotional）があるが，特に段階的特色とし
ぞ“自信”や“自立の宣言”などが目立ち，家庭や友達集団へ深く帰属して
集団意識の充実する時期を前にしての，個人的充実の年令といえよう。
§指導案の構成
一般幼児を対象にしたキンダーガーデンの指導案とは，根本的な相違点は
ないが，計画の細かい部分に，この特別な教育への配慮がうかがわれるので，
以下，それを紹介する：
保育時間
・1時間半から2時間で，3時問を越えない。．
・もし，保育時間が3時問以上に及ぶ場合には，昼食を用意すること。
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終日保育の場合は，うっ伏せで1～2時間の昼寝をとり，午後の残る時間
は，子ども自身が選んだ遊びをし，指導をうけながら静かにすごすこと。
クラスの規模
・教師・助手各1名に対し15名以下の子どもで1クラスをつくるので望まし
　いが，この数は一般の幼児教育の場では不可能である。
就園の年令
・通常9月1日に4才，5才，6才である子ども。
．グループ分けは，子どもの要求や興味にあわせて編成する。子どもの年令
　のちがったクラス（混合保育）では，仲問関係を通して多くの利点がある
　が，一方ではひとつの年令群に共通した要求・興味が犠牲にされることが
　多い。
教　　師
　教育法第1条により，教師は小学校教員免許ないし，臨時教員免許を有す
る者である。
　幼児教育の核は，実力ある教師であるが，特に一般の幼稚園教育以上に，
ここでの教師は，その資質を問われるのである。例えば，
・広くて豊富な教育のうえに，専門職としての資格を有すること。
・乳幼児の発達の研究コースを経験している。
・幼児の教育者として持つべき人格特性一感情の安定，健康で粘りある体
　力，健康な習慣の持主，楽しげでよく心配ばりした外観，気持のよい声の
　持主，ユーモアの感覚，忍耐，親切心と寛大さ，子どもや親とのよい関係
　づくり，子どもへの公平な愛情，子どもの理解と尊敬，個人差の十分な理
　解。
社会的能力そして，専門家の倫理。
教師の役割は，子どもの基本的要求　　身体的，知的，社会的，情緒的一
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一に十分応えるディリープログラムを検討して作成し，実践に備えることで
ある。したがって，教師は行動力と創造性をもってこの役割にあたり，子ど
もの環境を学習のしやすい柔軟なものにしなければならない。そして子ども
が“学ぶことに楽しみを感じ”，確かな自己概念を作りあげることができるた
めにも，教師の絶えざる努力が強調されるのである。
助　　手
　助手は幼児を扱うことに関しての実力を問われるうえに，自らもその仕事
を望む者が選ばれる。つまり子どもに対して豊かな愛情と理解を持ち，一緒
にすごすことに喜びを感ずる人物である。
　助手は教師と同様，情緒，知識，品性においてすぐれていることを問われ
るが，さらにクラスの責任者である教師の指導や方針に協力して，これに従
うことが必要である。助手は，プログラムの一部で活躍することはあっても，
専門家としての教師の役割を負うものであってはならない。
服務中の保育者への助言
　教師や助手は，保育期間開始前から期間中にわたる長期保育計画を立案す
べきである。それに際しては，幼児教育の分野の知識に十分に通じた教育コ
ンサルタントが，子どもの成長，発達，相談の方法，カリキュラムの内容，
保育方法，そして設備や教材等のテーマについて資料や助言を提供すること
ができる。　（なお，各保育機関は，学期中に地域の他の機関と情報交換の目
的で連合会議を持つことも望まれる。）
評　　価
　幼児の発達は，一般に標準化されたテスト類によって正しく測ることはで
きない。子どもの発達の様相を適確にとらえる手段は，（1）個々の子どもの逐
一の記録，（2）子どもの小集団を計画的に観察していくこと，などである。な
お幼児に精通している相談役の顧問は，教師や助手の観察や記録をより有用
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なものにするため，事前と事後の観察も附加するとよい。
経過報告
　両親にむけての経過報告は，小学校の通知表の如き形式ではなく，子ども
の社会的・情緒的・身体的・知的各側面にわたって，個人面接あるいは手紙
をもって伝えるのが望ましい。
　教師が各幼児について残した日々の細かい記録を，その子どもの集団内で
の成長の評価φ資料とし，本人の可能性を提示するような報告が望ましい。
　報告書は例えば次のような形式と内容で示される：
言語能カージョンは，会話を通して自分の意志を教師に伝えることができる。彼は，小
　　　グループの中で，上手に話すことができる。
物　　語一ジョンは皆で物語を読んでもらうのが好きで，よく聴いている。またその話
　　　について質問をすることもできる。
運動能カージョンは絵を描くときに，クレヨンを上手に使えるようになった。これは絵
　　　の中のリズミカルな出来ばえにも現われている。
付帯的な保育機関の仕事
（1）健康について
・身体検査・歯の検診・検尿・血液検査などが，教育のプログラム参加に先
　だって行われるよう要求されている。
・また入園までに，伝染性の病気に対して免疫のある証明か，予防接種済み
　を準備する。
・各々の子どもには，毎朝登園して仲間入りする前に，病気の徴候の有無を
　調べる必要がある。この仕事には主として看護婦があたり，そうでないと
　きは，専門的訓練をうけてから，教師や助手があたる。そして病気の徴候
　のある子どもは，集団から離して世話をすること。
（2〉診断と治療の仕事
・社会性や心理面での問題をかかえた子どもには，診断と治療が望まれる。
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・学習や言語の面で困難を示す子どもにも，同様のことが望まれる。
（3）食物への配慮
　子ども達は，登園するとまず，ミルクとインスタントの朝食のサービスを
うける・さらに午前中に果物かジュースのおやつをうける。そして保育が正
午すぎにまでわたったり，3時間を越す場合には，昼食も用意されなければ
ならない。
（4）家庭訪問
　各家庭を訪問することは必要である。
・教育のプログラムを両親に説明するために。
・是非子どもを教育の場へ送り出すようにと励ますために。
・子どもが学習した経験にどのような援助をしたらよいかにっいて，両親に
　助言指導するために。
・子どもの衣類や靴，送迎，あるいは登園を不可能にする病気などについて
　必要事項をたしかめるために。
・子どもの教育の場へ親が参加したり，あるいは時間奉仕したり，皆の討議
　に参加したり，成人クラスに参加したりする事を通じて，子どもの教育へ
　の興味を増加，保持させる。
両親とのかかわりあい
　幼児教育計画の中で，親とのかかわりは最も重要な部分である。4才児・
5才児への教育的配慮の大切さに対する親の認識は，この中で育てられる。
すぐれた教育や学校（園）に触れることで，両親は“社会市民としての心構え”
を身につける。しかしそれでも，親達は学校（園）の存在に興味を示すとは限ら
ず，可能なかぎりの努力をもって，両親をも誘いこんだ活動に持っていく試
みが繰返される。
●両親は活動中の教育の場面を観察するために，学校（園）に出むいて来なけれ
ばいけないし，園長が担任教師と話し合いの時間をもたなければならない。
・親の研究グループは，親の身近かな興昧や要求に沿って構成されなければ
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　ならない。
・親達は教育の場で，助手やボランティアとして仕事をしてもよい。
・親達の集まりが催されるべきである。
保育記録
　簡潔でしかも必要な項は十分に満たされた記録が，各々の子どもについて
綴られなければならない（個人記録）。その内容としては一一子どもの氏名，
生年月日，両親の氏名と職業，連絡場所，健康歴，出欠席，備考に細かい日
常生活記録一などである。
　子どもの個人記録は，小学校入学時に，1年生の教師に渡されるのがよい。
§保育プログラムの実際
　1日のプログラムは，4才児・5才児とも類似している。4才児の活動は，
個々の子どもが選んで方向づけをするものが多く，グループといっても3～
5人である。一方，5才児の活動になると，自分で選択・方向づけした個人
的なものばかりでなく，討議，評価，物語の時聞，音楽という工合に，集団
活動が加わってくる。
　またプログラムは，4才・5才用として学習目標の定められたものにこだ
わらず，むしろ子どもの個人的要求や興味に沿って計画されることが大切で
ある。そして，子どもひとりひとりの理解のレベルをもって，学習経験は準
備されなければならない。
　保育のプログラムは，小学校1年生への準備ではなく，小学校へ入学して
も十分にやっていけるための基礎を基づくことが目的である。
指導案の背景
　保育のための活動案や日案を準備する際に，最も重要な点は，親しみ，温
かみのある，受容的な環境である。子どもが選んで進められるものと，教師
の指導によって準備されるものとの両者が組みこまれるべきであり，そこで
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の日々の活動は，種類に富み，豊かで，具体的，しかも自らの手で操作でき
る性質を持ち，さらに子どもの五感（見る・聴く・味わう・嗅ぐ・感ずるま
たは触れる）を通して実際に学ぶような，感覚学習経験を中心にしたものが
望まれる。4・5才児は抽象的思考のレベルには到達しておらず，具体性を
中心に学習計画をすすめる必要がある。
　デイリースケジュールに盛りこむ内容は，言語科学・社会・算数・科学・
健康と安全・家庭生活・栄養・創造芸術・劇・音楽などを基礎にしたもので
あり，前にも記したように日課のたて方には4才児，5才児の区別を設けず
その詳細な考え方に関しては，前報告（2）1を参照されたい。
デイリースケジュール
　子どもの日課が，いかなる特性に裏づけられているか，これは子どもの学
習経験の場の姿勢を決める因子になるわけで，興味深い事項であるが，5才
児の一般教育の中で述べられたもとの全く同内容であるため，前報告（3〉を参
照されたい。
デイリースケジュールの例
　この特別な配慮のもとにすすめられる4才児・5才児の教育の日案の骨組
みは，一般5才児用のものと同一である。つまり行事としての日課はそれだ
け融通のきくものであり，スケジュールの中で個々の子どもの発達や興昧，
要求が十分に考慮されうるものだと言うことができる。時間を追って日課の
ひとつひとつを取りあげると一登園・あいさつ・自由時間・はじまり，き
ょうの予定，学習時間，外あそび，基本的生活習慣，芸術的活動，音楽とリ
ズム，物語の時間，評価，降園　　となっている。細かいスケジュール内容
やねらいについては，前報告（3）のデイリースケジュールの試案を参照された
いo
§諸設備
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　1クラス，12～15名（一般幼児教育が，1クラス30名までで編成されるの
に比べ）の幼児のために，どのような設備，備品が必要だと考えられている
か，以下に示す。
塵苞1
屋内にて
●子どもひとり当り40ft2（3．6㎡）の面積が必要（バスルームやロッカール
　ーム，収納場所を除いて）
・公立小学校に併設されている場合は，離れた棟の一階に位置するのがよい。
・床はリノリュームやゴム，ビニールタイル等の材質が望ましい。
・トイレや洗面所は，小学生用とは別に，保育の場（child　development　cen・
　ter）の近くに設けること。
・保育室は学習センター（leaming－center）一図書・科学・積木・手作業・
　家庭生活・芸術・音楽・敷物のあるグループ遊びの場・作業台と椅子・収
　納棚などの要素を備えた開放型の保育室一の機能が発揮されやすいように
　作られること。そして，各々の活動コーナーには，子どもがあそび易いよ
　うに，教材やおもちゃを配置すべきである。
・保育室は彩光，換気，温度調節，採色，装飾に十分配慮すること。
●水飲み場は身近かにあって，床から23～30インチ（58～76cm〉の高さにし，
　小さい子ども用に台を設けること。
●収納棚や台などは，必要に応じて随時運びこめるような移動式の物がよい。
屋外にて
●あそび場として，幼児ひとりに75～200ft2（7～18㎡）（一般幼児教育で
　は100ft2に比べ）の広さが必要である。
・あそび場は，園舎に隣接していること。
・日陰は必要である。樹木の効果は，陽の光や音の調節に大変よい。
・あそび場は生垣や安全なフェンスで囲い，年長児童のあそび場と区別する
　こと。
●屋外のすべての設備は，丈夫で安全なものに限られる。
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§備　　　品
屋内にて
●24”×48”（61cm×122cm）あるいは24”×36”（61cm×91cm〉のサイズの長方
　形（または台形）の机を3，4個が必要（高さは子どもの身長にあわせて
　調節できるもの）。
・円形または六角形（直径48”（122cm））の読書用の机。
・椅子15脚（高さの調節可能なもの）
・昼寝用の敷物あるいは寝台
・ロッカー（15人分）
・据えっけの流しと台（水道を含む）
・収納棚（一部開架式）
・開架式の積木用収納棚
・傾斜書棚
・洗濯可能な大型敷物（最低9ノ×12’（2．7m×3．6m））
・鏡（全身が映る）
・2枚の掲示板
・柱時計
●ファイル戸棚
・救急用具
・紙くず箱
屋外にて
・戸外で使う備品の倉庫
・舗装した部分（三輪車乗りのため）
・ブランコ
・ジヤングルジム
・樹上の家（tree－house）
・歩行板とシーソー
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・空の釘樽
・はしご
・すべり台
・三輪車
・スケート
●手押し車（一輪）
・砂場と用具
・ワゴン
・庭仕事用具
・花　壇
§教　　　材
　以下に揚げる教材は，学習センター（leaming－center）の各コーナーにお
いて，子どもの遊びを発展させる役割を負うもので，前報告《3）のセンターの
図を参照されたい。
　積木と構成あそびセンター
積　　木
・中空の積木（1または％セット）
・種々の形の積木セット（1または％セット）
乗物おもちゃ
・パトカー　　　　　・飛行機
・消防自動車　　　　●トラック
・トレーラー　　　　・連結汽車
・ボート
補助的小物（木製・プラスチック製）
・動　物
●人　形
木　工作
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・とめ金
・木工台（2台の万力つき）
・木工道具
・のこぎり
・ねじまわし
・ボルトとナットのセット
・金槌と釘と木材のセット
家庭生活センター
お家ごっこ
・食　卓
・椅子4脚
・ストーブ
・冷蔵庫
・流し台つき食器棚
・調理器具
・お茶セット
・皿　類
・人形のベット
着せかえあそび
●洋服ダンス
・孚羊月艮かけ
・鏡
・アイロン台
・アイロン
・洗濯道具
・電　話
・人形運搬車
・人形（男女・多人種）
●人形の洋服と小物
（子どもが人形と一緒に入れる大きさ〉
・スーツケース
・エフロン
・正装用衣類
　手作業センター
●パズル入れ
・24種のパズルー（木製で，ジグゾー式で簡単で，5～12片，枠づきのもの）
・幾何学的形あそび
●5種類の組みあわせ板（三角形，正方形，円形，長方形）
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・10組の棒さし（beg－boad）セット
・2個の色円錘体
・5組の大型ビーズ（ひも通し）
・ゲームの得点板
●1組の大型ドミノ
・玩具のお金
・レジスター
・球
・絵あわせカード
創造芸術あそびコーナー
・両側画架（1，2脚）
・絵の具皿（1，2枚）
●絵筆（6本）
・の　り（％ガロンのもの4個）
・フィンガーペイント（％ガロンのもの9個）
・絵の具（粉状：赤，黄，青を各6ポンド）
・粘土（30ポンド）
・クレヨン（太型〉
・色薄画用紙（12箱）
・新聞用紙（8連：4000枚）　（18”×24”）
・フィンガーペイント用つや紙（8巻〉　（16”×22”）
・はさみ（15丁）
・スポンジ
・エフロン
音楽センター
・レコードプレーヤー
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・レコード（厳選したもの）
・小楽器（鈴・リズム棒・ドラム●トライアングル●シンバル●トーンブロ
　ツク）
・ピアノ　（またはオートハーフ。）
　科学センター
・養魚槽（移動可）　　　　　●温度計
・鳥・小動物用濫　　　　　　・磁　石
・昆虫飼育器　　　　　　・滑車
・計　り　　　　　　　　　・ヤード尺・フィート尺
・虫めがね　　　　　　　　●泡立て器
・計量計
　図書センター
絵本・童話
　各年層令にあわせて，種類豊かに厳選し，50～75冊ずつをそろえること。
絵　　本
・子ども，家族，大人，動物，植物，鳥など自然環境，季節，特別な行事，
　物語の情景などを表現したすぐれた絵。
パペツト
　指人形，あやつり人形など。
・スライド映写機
・スクリーン
・スライド
．テープレコーダー
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・フランネル板
・フランネル生地（色別）
●フランネル切りぬき絵
・アメリカ国旗
・大型地球儀
●地図（州・合衆国）
補助教材
●果物，野菜，種
§結 論
　発達的視野にたった幼児教育研究が盛んに進められてきたアメリカで，特
に，文化的刺激の欠乏した環境で育っ子どもへの教育的配慮が検討されるよ
うになったのは，1960年以降である。
　Piaget，Wann，Bruner，Bloomその他多くの研究者による，認識発達に関
する今日までの研究成果は，幼児，特に3～6才児が学習に関して顕著な発
達を示すことを示唆している。アメリカは，これら多くの研究資料を基礎に，
また複雑で，バランスのとりにくい教育上の諸問題をかかえて，1960年代に
はいってからは，幼児教育を国家的に重点を置いて考えるようになったので
ある。
　幼児教育のうちでも，特に文化的教育的影響を十分うけられない状況下で
生活する子どもへの対策は，“ヘッドスタート計画”として始められ，各州が
そのかかえる問題の実状にあわせて具体的救策を練っていると考えられる。
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本報は，冒頭にも記したごとく，テキサス州の“Educati・nally　Deprived
Children”に対して目論まれた，教育局の示す具体策を詳述したものである。
　従来就学前一年間に集中してむけられた公教育の眼は，これら特別の状況
下に生活する子ども達に関しては，5才以下の年若の幼児へ拡大して注がれ
てきている。
　子どもの知的，身体的，社会的，情緒的各発達を育てるために教育経験を
準備しなければならない。それは4才児，5才児の要求や，興味に促したプ
ログラムであり，多くの種類に富んだ“経験カリキュラム”でなければなら
ない。その中で育つ子どもには，自己概念をはじめ，言語，技巧，創造性，
好奇心が養われ，そのひとつひとつは子どもの生活場面における問題解決に
役立つものである筈である。
　本報で取りあげた教育の理論や実践に関わる種々の技術や教材等は，本来
すべての就学前幼児の保育に相当するものである。しかしあえて“教育的，
文化的機会に恵まれない幼児への配慮”として取りあげたのは，一般平均的
社会ないし家庭生活の中で，幼児期に自然に経験して貯えてくる筈の“学習
（leaming）のためのレディネス”が，この子ども達においては形成されず，
それが就学後の子ども達の学習活動に大きな支障を持たらすと予想されるこ
とから，幼児期に是非獲得してほしい学習の数々を，　“経験学習カリキュラ
ム”として特にプログラムしたわけである。このことは，設備，備品や教材
の中に十分に読みとることができる。
　以上のように，配慮された幼児教育に，より多くの子どもが参加すること
によって，就学後に予想される遅れや脱落をさけ，教育者，研究者の意図す
る教育が実現することを期待したい。
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